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～地球レベルで考え、地域で実践を～
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Ⅰ　はじめに ････“動き”を振り返る
　＊世界では　　「国際女性年」（平等 ･発展 ･平和を目標）＝「第 1 回世界女性会議」（1975）
　　　　　　　　「国連女性の 10年」（1976 ～ 1985）「中間年世界（女性）会議」（1980）
　　　　　　　　「女子差別撤廃条約」（1979 採択）「最終年ナイロビ世界（女性）会議」（1985）
　　　　　　　　｢第 4 回世界女性会議＝平等、開発、平和のための行動｣（北京 ･1995）
　　　　　　　　〈北京宣言および行動綱領〉=21 世紀初頭までの女性問題解決への予定表
　　　　　　　　｢女性 2000 年会議｣（国連特別総会 ･ニューヨーク・2000）
　　　　　　　　国連「�北京 +10｣（世界閣僚級会合 ･ニューヨーク・2005）�
　　　　　　　　☆　｢女子差別撤廃条約実施状況報告｣（同条約第 18条の規定）

　＊日本では　　｢婦人問題企画推進本部｣ 設置 ･会議開催（1975）
　　　　　　　　｢国内行動計画｣ 策定（1977）　
　　　　　　　　｢女子差別撤廃条約批准｣（1985）
　　　　　　　　「男女雇用機会均等法」（1985）→改正（1997）→改正（2006）
　　　　　　　　「育児休業法｣（1991）→改正 ｢育児 ･介護休業法｣（1995）→施行 199 ９
　　　　　　　　｢男女共同参画推進本部｣ ｢男女共同参画審議会｣ 設置（1994）
　　　　　　　　「男女共同参画 2000 年プラン」（1996）
　　　　　　　　｢男女共同参画社会基本法｣（1999）
　　　　　　　　｢男女共同参画基本計画｣（2000）→ ｢同計画第 2 次｣（2005）
　　　　　　　　｢DV法｣（2001）→　一部改正（2004）

　＊日本の報告書　第 1 回 1987 年 3 月～第 5 回 2002 年 9 月
　　　　　　　　　第 4 回 ･第 5 回について国連女子差別撤廃委員会からの勧告を受けて
　　　　　　　　　｢男女雇用機会均等法｣ を改正（2006）=間接差別の規定を盛り込む

Ⅱ　日本の現状
　＊世界の中では
　　　GEMはどんどん下位に ･･･1994 年 34 位、2006 年 42 位 2007/2008 年 54 位
　　　　（注）HDI= 人間開発指数（平均寿命 ･教育水準 ･国民所得 etc）　GDI= ジェンダー開発指数（HDI の女性版）
　　　GEM= ジェンダーエンパワーメント指数（女性の能力活用の機会に焦点）

　＊社会（地域も含めて）では
　　　女性の占める割合＝国の審議会等 32.4％（女性ゼロの審議会 2）〈‘08・10�〉�
　　　民生 ･児童委員では 58･6％〈'06〉　PTA 会長全国平均 10･1％（大阪府 9･9％）〈'07〉

　＊就労と家庭の関係
　　　女性の年齢階級別労働力率は、底が浅くなってもやはりM字カーブ
　　　女性労働者の過半数がパート ･派遣　　男女の賃金格差は 100 対 68.1
　　　ワーク ･ライフ ･バランス（仕事と生活の調和）を望んでも→希望と現実のギャップ

　＊学びの場では
　　　高校進学は変わらなくても大学進学は男子優先
　　　女性の先生は多くても校長、教頭まだ少ない
　　　理工系をためらう女子

　＊立場から見ると
　　　DV被害者の 9 割は女性
　　　介護と性差 =男性介護者の悲鳴

　＊人々の意識は？
　　　いまだに根強い ｢男は仕事、女は家庭｣

　＊不況のもとで
　　　｢子どもは欲しい、でも ･･･｣ = 産科の不足、医療の不安、保育所が足りない
　　　母子家庭に厳しい風。父子家庭にも
　　　ワークシェアリングという賃下げ

Ⅲ　よその国の様子
　＊積極的な法制度の整備 ･改革
　　ドイツ＝男女平等を憲法に明記、クォーター�（割当て）制、家庭 ･高齢者 ･女性 ･青少年省　連邦平等法
　　フランス＝憲法改正で公職への男女平等参画を明記、男女平等推進法（パリテ法）、
　　フィリピン =ジェンダー主流化政策を国が主導、民間企業の管理職も女性が過半数
　　韓国 =女性発展基本法、雇用平等法、国政選挙での強制的クォーター制（50％）
　　アメリカ =ホワイトハウスに ｢女性 ･少女会議｣ 新設（オバマ大統領令）

　＊仕事と家庭の調和
　　北欧の国々 =家事は家族全員でやるのが当たり前
　　オランダ =ワーク ･ライフ ･バランスを支える正当なワークシェアリング
　　女性が生き生きと働く国は概ね出生率も高い

　＊それでも ｢男性優遇｣ 感は存在する

Ⅳ　私たちのこれからの一歩
　＊男女共同参画第 2 ステージへ

　＊気づき（知識）から実践へ

　＊足元からの取組み～ Think�globally��Act�locally

Ⅴ　終わりに ････ 未来への合言葉
　＊『男女共同参画はセーフティネット』�










